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神
奈
川
山
梨
布
教
百
三
十
年
の
願
い 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

会
長 
山 

田 

信 

二 

皆
様
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
連
合

会
活
動
の
上
に

ご
参
加
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
厚

く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

元
気
な
心
で
各
教
会
の
御
用
、
信
奉
者
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
信
心
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
い
へ

ん
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
、
神
奈
川
山
梨
布
教
百
三
十
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
初
代
横
浜
教
会
長
・
福

田
助
次
郎
師
が
横
浜
に
布
教
に
出
た
こ
と
を
も
っ

て
、
神
奈
川
山
梨
地
域
の
布
教
は
じ
め
と
し
て
、

今
年
が
百
三
十
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
当
連
合
会
で
は
、
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

百
三
十
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
願

い
に
つ
い
て
、
新
年
か
ら
奉
唱
し
て
い
る
「
神
奈

川
山
梨
布
教
祈
願
詞
」
の
内
容
を
味
わ
い
な
が
ら

申
し
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
祈
願
詞

は
、
百
年
の
節
年
か
ら
、
十
年
ご
と
に
文
言
を
改

訂
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
連
合
会
の
先
輩
の
方
た
ち
の
思
い
が
引
き
継

が
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。 

こ
の
祈
願
詞
に
は
、
節
年
に
当
た
っ
て
の
信
心

の
ポ
イ
ン
ト
が
三
点
願
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

一
つ
は
、
教
祖
様
と
先
人
の
願
い
を
受
け
継
い

で
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
祖
様
は
「
万
国
ま

で
残
り
な
く
金
光
大
神
で
き
」
と
い
う
こ
と
、
つ

ま
り
世
界
中
に
信
心
を
伝
え
る
人
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
を
願
わ
れ
て
、
御
用
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
願
い
を
受
け
て
先
人
た
ち
は
、
神
奈

川
県
に
も
山
梨
県
に
も
信
心
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
最
初
の
人
た
ち
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
百
三
十
年
間
、
今
日
ま
で
多
く
の

先
生
方
や
信
徒
の
方
々
が
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
の
今
日
で
す
。
そ
の
布
教
の
ご
苦
労
と
、
信
心

の
喜
び
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
受
け
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

二
つ
目
に
は
私
た
ち
が
気
を
引
き
締
め
て
信
心

を
求
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
祈
願
詞
の
文

言
で
言
え
ば
「
難
儀
増
し
行
く
今
の
時
代
に 

神

人
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
を 

願
い
新
た
に
求
め

行
き
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
今
の
世
の
中
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
に
限
ら
ず
、
様
々
な
形
の
難

儀
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
難
儀
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
、
改
ま
っ
て
信
心
を
求
め
、
神
様
と

二
人
三
脚
で
生
き
る
喜
び
の
生
活
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

三
つ
目
に
は
、
こ
の
信
心
の
助
か
り
を
広
く
伝

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は

私
た
ち
が
喜
び
の
信
心
生
活
を
送
り
、
信
心
の
喜

び
を
か
み
し
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
一

歩
進
ん
で
、
そ
の
喜
び
を
語
り
、
難
儀
を
し
て
い

る
人
を
助
け
、
神
様
の
ご
比
礼
を
輝
か
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
「
自
他
（
わ

れ
ひ
と
）
と
も
に
助
か
る
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る

よ
う
に
、
自
分
の
助
か
り
に
も
な
っ
て
い
く
わ
け

で
す
。 

こ
の
三
つ
の
こ
と
を
連
合
会
の
活
動
の
上
に
、

そ
し
て
一
人
一
人
の
信
心
生
活
の
上
に
も
実
現
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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２
０
２
２
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
総
会
報
告 

本
年
度
の
連
合
会
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年
同
様
に

１
月
24
日
に
書
面
表
決
の
締
め
切
り
、
集
計
、
そ

し
て
、
１
月
29
日
（
土
）
13
時
30
分
よ
り
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
表
決
結
果
報
告
及
び
意
見
交
換
会

と
、
書
面
表
決
と
リ
モ
ー
ト
会
議
を
併
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

書
面
表
決
で
は
、
各
教
会
を
代
表
す
る
教
師
16

名
、
信
徒
19
名
の
合
計
35
名
の
方
々
全
員
か
ら
の

返
信
を
受
け
て
集
計
の
結
果
、
２
０
２
１
年
度
事

業
報
告
案
、
決
算
案
、
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画

案
、
予
算
案
と
も
に
全
員
の
賛
成
を
い
た
だ
き
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

29
日
の
表
決
結
果
報
告
及
び
意
見
交
換
会
で

は
、
教
師
９
名
、
信
徒
９
名
が
リ
モ
ー
ト
会
議
へ

ご
参
加
く
だ
さ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま

し
た
。 

開
会
の
御
祈
念
の
後
に
、
山
田
信
二
会
長
（
横

浜
西
教
会
）
よ
り
、
本
年
迎
え
る
神
奈
川
山
梨
布

教
１
３
０
年
の
節
年
に
あ
た
っ
て
「
神
奈
川
山
梨

布
教
祈
願
詞
」
を
奉
唱
し
て
感
じ
た
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
（
①
教
祖
様
と
先
人
の
願
い
を
受
け
継
い
で

い
く
②
気
を
引
き
締
め
て
信
心
を
求
め
て
い
く
③

信
心
を
広
く
伝
え
て
い
く 

巻
頭
言
参
照
）
を
挙

げ
て
、
本
年
の
活
動
に
込
め
た
思
い
が
話
さ
れ
ま

し
た
。 

  

次
に
、
村
田
総
務
部
長
よ
り
冒
頭
に
記
し
た
通

り
、
表
決
結
果
と
し
て
、
全
て
の
議
題
が
承
認
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
配
布
資
料
確
認
の
後
、

昨
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 続

い
て
本
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
ま
ず
全
体

を
山
田
会
長
か
ら
、
教
師
部
に
つ
い
て
安
達
部
長

か
ら
、
信
徒
部
に
つ
い
て
山
口
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
さ
れ
、
他
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
説
明
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
、
意
見
交
換
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
で
は
、
年
頭
よ
り
奉
唱
さ
れ
て
い

る
「
神
奈
川
山
梨
布
教
祈
願
詞
」
の
リ
モ
ー
ト
で

の
奉
唱
の
仕
方
の
確
認
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ
ー

ト
で
の
活
動
へ
の
評
価
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手

元
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
情
報
交
換
な
ど

な
ど
、
様
々
な
意
見
、
質
問
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
山
口
信
徒
部
長
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
、

１
３
０
年
の
記
念
事
業
へ
の
参
画
が
改
め
て
呼
び

か
け
ら
れ
、
ご
祈
念
の
後
、
２
０
２
２
年
度
総
会

の
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。 

 以
下
、
事
業
報
告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。
本
年
も
、
諸
事
業
の
上
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
（
抜
粋
） 

▼
教
師
信
徒
研
修
会 

 

６
月
５
日
（
土
）
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
リ
モ
ー
ト
開
催 

参
加
者
34
名
（
14
教
会
） 

「
縦
横
有
神―

信
心
の
喜
び
を
語
ろ
う―

」 

講
師
：
浅
野
善
雄
師
（
本
中
野
教
会
） 

▼
輔
教
懇
談
会 

１
回
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し
た
。 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

連
合
会
各
行
事
報
告
と
『
か
り
ん
』
各
号
、
教

会
掲
示
板
の
写
真
を
掲
載
し
た
。 

▼
社
会
活
動 

○
使
用
済
み
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
：
藤

沢
教
会 

少
年
少
女
会
連
合
本
部
よ
り
キ
リ

ス
ト
教
団
体
へ
、
途
上
国
へ
の
医
療
支
援 

○
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
：
神
奈
川
教
会 

幸
ヶ
谷

小
学
校
へ
委
託
、
途
上
国
へ
の
医
療
支
援 

○
プ
ル
ト
ッ
プ
：
平
塚
教
会 

前
橋
教
会
へ
委

託
、
前
橋
市
社
協
で
回
収
後
換
金 

▼
み
ん
な
の
つ
ど
い 

こ
ど
も
自
然
公
園
散
策
を
予
定
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
し
た
。 

▼
地
域
交
流
会 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
見
学
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し

た
。 

▼
女
性
の
つ
ど
い 
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６
月
20
日
（
日
） 

丸
子
教
会 

 

参
加
者
28
名 

テ
ー
マ
：
「
私
に
と
っ
て
の
教
会
と
は
」 

 
発
表
：
藤
澤
昌
子
氏
・
渡
辺
宣
子
氏 

（
い
ず
れ
も
丸
子
教
会
） 

▼
講
話
と
夕
食
の
会 

12
月
４
日
（
土
）
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
リ
モ
ー
ト
開
催 

参
加
者
35
名 

 

テ
ー
マ
：
「
最
近
の
異
常
気
象
に
つ
い
て
」 

講
師
：
入
田
央
氏
（
中
野
教
会
） 

 ２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
（
抜
粋
） 

１
．
総
会 

○
書
面
表
決
締
切
日 

１
月
24
日
（
月
） 

議
決
事
項
：
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
・
決

算
、
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
・
予
算 

○
表
決
結
果
報
告
お
よ
び
意
見
交
換
会 

 

１
月
29
日
（
土
）
13
時
半
～
15
時
半 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催 

２
．
運
営
委
員
会 

年
５
回
開
催 

３
．
教
会
連
合
会
長
選
挙 

 
 

10
月
14
日
（
金
）
14
時
か
ら
開
票 

 
 

投
開
票
会
場
：
横
浜
西
教
会 

４
．
神
奈
川
山
梨
布
教
１
３
０
年
事
業 

①
神
奈
川
山
梨
布
教
祈
願
詞
の
奉
唱 

 
 

 
 

②
ご
霊
地
集
会
の
開
催 

 
 

 

10
月
１
日
（
土
）
14
時
半
～
16
時
半 

 

会
場
：
修
徳
殿
を
予
定 

 

ご
祈
念
と
講
話 

講
師
：
金
光
英
子
師 

10
月
２
日
（
日
）
12
時
半
～
14
時
半 
 

ご
霊
地
ツ
ア
ー 

③
記
念
冊
子
の
刊
行
準
備
（
23
年
度
に
刊
行
） 

連
合
会
内
教
会
紹
介
、
節
年
事
業
報
告 

５
．
教
師
信
徒
研
修
会 

 

３
月
16
日
（
水
）
13
時
半
～
16
時 

 
 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催 

テ
ー
マ
：
横
浜
布
教
の
歴
史
に
学
ぶ 

講
師
：
①
安
達
幸
則
師
（
相
模
原
教
会
）
、
②

南
清
孝
師
（
登
戸
教
会
）、
③
山
田
信
二
師
（
横

浜
西
教
会
）
、
④
村
田
光
治
師
（
子
安
教
会
） 

６
．
輔
教
懇
談
会 

 
 

９
月
３
日
（
土
）
13
時
～
16
時 

 
 

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

７
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

連
合
会
活
動
の
周
知
、
広
報
を
行
う 

U
R

L

＝h
ttp

://w
w

w
.k

y
o
k

a
ire

n
g
o
k

a
i.jp

 
 

８
．
連
合
会
だ
よ
り 

 

『
か
り
ん
』
の
発
行 

年
４
回 

９
．
社
会
活
動 

各
種
収
集
活
動
の
実
践 

○
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
：
藤
沢
教
会 

○
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
：
神
奈
川
教
会 

 
 

○
プ
ル
ト
ッ
プ
：
平
塚
教
会 

10
．
み
ん
な
の
つ
ど
い 

９
月
11
日
（
日
） 

横
浜
み
な
と
み
ら
い
散
策 

11
．
教
師
部 

①
教
師
会
の
開
催
：
４
回
開
催
：
２
／
14
、

６
／
16
、
８
／
16
、
12
／
14 

② 

定
期
教
話
の
実
施
：
３
月
～
11
月
実
施 

③ 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
の
開
催
：
２
回
開
催
予
定 

④
青
壮
年
教
師
懇
談
会
の
開
催
：
３
回
開
催

予
定 

12
．
信
徒
部 

①
地
域
交
流
会
：
３
／
27
（
日
）
横
浜
教
会

史
跡
巡
り
と
福
田
助
次
郎
師
奥
城
参
拝 

 

②
女
性
の
つ
ど
い
：
日
程
未
定 

武
蔵
小
杉

教
会 

テ
ー
マ
「
信
心
の
継
承
」 

 

発
表
：
井
上
黎
氏
（
横
浜
西
教
会
）
、
藤
澤

翔
氏
（
丸
子
教
会
、
小
橋
華
世
氏
（
武

蔵
小
杉
教
会
） 

③
講
話
と
夕
食
の
会
：
12
月
３
日
（
土
）
県

民
セ
ン
タ
ー
を
予
定
、
時
間
未
定 

 

「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」
鑑
賞
、
懇
談 

④
委
員
会
の
開
催
：
随
時
開
催 

13
．
そ
の
他 

当
教
会
連
合
会
を
包
含
す
る
団
体
の
活
動
へ 

 
 

の
参
画
な
ど 

① 

山
梨
県
下
の
教
会
に
よ
る
活
動 

② 

首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動 

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
へ
の
協
力
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
会
議
へ
の
出
席 

③ 

関
東
教
区
信
徒
会
活
動 

関
東
教
区
信
徒
会
活
動
へ
の
参
加 

④ 

神
奈
川
県
宗
教
連
盟
活
動 

宗
教
文
化
講
座
、
戦
没
者
慰
霊
祭
な
ど 

⑤ 

全
国
信
徒
会
第
４
回
全
国
大
会
ｉ
ｎ
首

都
圏
：
７
／
10
日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル 
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講
話
と
夕
食
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た 

 

昨
年
12
月
４
日
、「
講
話
と
夕
食
の
会
」
が
リ
モ

ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
35
名
で
し
た
。 

 

講
師
の
入
田
央
さ
ん
（
元
気
象
庁
予
報
官
・
中

野
教
会
）
は
、
多
く
の
資
料
を
交
え
て
、「
最
近
の

異
常
気
象
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
進
め
ら

れ
ま
し
た
。 

 

昨
今
の
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
、
山

梨
両
県
の
数
か
所
の
風
雨
の
記
録
の
変
遷
を
見
な

が
ら
、
県
全
体
で
は
な
く
、
相
模
湖
、
箱
根
で
雨

量
が
集
中
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、「
自
然
現
象
」
の

力
が
地
形
や
河
川
な
ど
の
自
然
素
因
の
弱
さ
に
作

用
す
る
と
「
災
害
」
と
な
り
、
さ
ら
に
「
災
害
」

が
地
勢
、
家
屋
、
人
間
な
ど
の
社
会
素
因
の
弱
さ

に
作
用
す
る
と
「
被
害
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
必

ず
し
も
自
然
現
象=

災
害
で
は
な
く
、
災
害=

被
害

で
は
な
い
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
学
校
で
あ
れ
ば
勉
強
、
家
庭
で
あ
れ

ば
詐
欺
と
か
税
へ
の
理
解
、
そ
し
て
信
心
で
は
、

神
様
や
お
か
げ
へ
の
理
解
を
深
め
、
稽
古
し
て
信

心
の
向
上
を
求
め
る
よ
う
に
、
自
然
現
象
へ
の
理

解
を
深
め
、
同
時
に
「
被
害
を
軽
減
す
る
防
災
力
」

の
向
上
に
普
段
か
ら
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
学
習
途
中
と
し
な
が
ら
、
災
害
は
「
め

っ
た
に
起
き
な
い
も
の
」
で
は
な
く
、「
自
分
だ
け

は
大
丈
夫
」
で
も
な
い
、「
頻
繁
に
発
生
し
て
、
そ

の
度
に
命
を
脅
か
す
も
の
」
と
い
う
「
わ
が
こ
と

意
識
」
を
持
っ
て
備
え
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、
参

加
者
の
防
災
、
減
災
へ
の
意
識
を
促
さ
れ
ま
し
た
。 

 

神
奈
川
教
会 

武
蔵
小
杉
教
会 

野

毛

教

会 

大

磯

教

会 

鶴

見

教

会 

平

塚

教

会 

生

麦

教

会 

相
模
原
教
会 

丸

子

教

会 

横
須
賀
教
会 

子

安

教

会 

大

明

教

会 

藤

沢

教

会 

横
浜
西
教
会 

登

戸

教

会 

小
田
原
教
会 

南
甲
府
教
会 

甲

府

教

会 

教
会
名 

５
月
29
日(

日)

11
時
30
分 

５
月
22
日(

日)

11
時 

５
月
21
日(

土)

13
時
30
分 

５
月
14
日(

土)

13
時 

５
月
11
日(

水)

13
時 

５
月
８
日(

日)

13
時 

５
月
５
日(

祝)

13
時 

５
月
３
日(

祝)

14
時 

５
月
３
日(

祝)

11
時 

５
月
３
日(

祝)

13
時
30
分 

５
月
１
日(

日)

13
時
30
分 

４
月
29
日(

祝)

13
時
30
分 

４
月
29
日(

祝)

11
時 

４
月
24
日(

日)
13
時
30
分 

４
月
24
日(
日)
13
時 

４
月
24
日(

日)

14
時 

４
月
18
日(

月)

11
時 

４
月
17
日(

日)

13
時
30
分 

日 
 

 

程 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

発 

行 

者 
 

山 

田 

信 

二 

横
浜
市
泉
区
下
飯
田
町
９
２
６‐

２
３ 

〒
245-

0017 

金
光
教
横
浜
西
教
会
内 

 

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度 

 

天
地
金
乃
神
大
祭
日
程 

≪
 

お
知
ら
せ 

≫
 

○
ご
霊
地
集
会
の
ご
案
内 

 

本
部
生
神
金
光
大
神
大
祭
第
一
日
の
参
拝

に
併
せ
て
、
ご
霊
地
で
の
集
会
を
以
下
の
よ

う
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

① 

10
月
１
日(

土)

14
時
半
～
16
時
半 

金
光
英
子
先
生
か
ら
「
二
代
金
光
様
の

信
心
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す 

修
徳
殿
（
予
定
） 

② 

10
月
２
日(

日)

12
時
半
～
14
時
半 

ご
霊
地
の
聖
跡
な
ど
を
巡
り
ま
す 

 

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
教
会
へ
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 


